
Ｐ２１ すべての道路利用者が安全・安心かつ円滑に移動できる環境づくり 

社会資本総合整備計画 中間評価調書 

計画概要 

◆計画期間  平成 ２３ 年度  ～  平成 ２７ 年度  
 

◆計画の目標 
 
 東海市道は、幹線道路と一体となって地域に密着した道路網を形成し、地域の連携や振興に大きく貢献する役割を担っている。 

 しかし、その改良はまだまだ遅れている状況であり、市道の整備は緊急の課題となっている。このため、【快適】「地域内を安全で快適な移動を実現するため
の生活幹線道路ネットワーク整備」・【安全】「歩行者、自転車の安全確保のための自歩道設置を中心とした交通安全施設整備の推進」・【安心】「災害に対して
安心して利用できる快適な道路の整備」・【維持】「老朽化した道路を修繕して安全で安心して通行できる道路の維持」を、関連するソフト事業等を組み合わせ
て行うことにより、地域の特性に即した安全で快適な生活道路の整備を目指す。 

 
 
 ◆計画の成果目標（定量的指標） 
 
指標①：【快適】市内を車で移動するときにスムーズにできていると思っている人の割合 
指標②：【安全】歩道の設置が不十分だと思う人の割合 
指標③：【安心】地震発生時のライフラインを確保するための安全対策の割合 
 



評価内容 

◆交付対象事業の進捗状況 

交付対象事業 事業費※ 事業の実施状況 進捗率※ 

A 道路事業 ２，７１８百万円 
(1)伏見上野台線、太田川駅前通り線の整備完了 
残路線については早期整備完了を目指す 

８５％ 

Ｂ 関連社会資本整備事業 百万円 ％ 

C 効果促進事業 ２百万円 橋梁長寿命化計画の策定完了 １００％ 

合  計 ２，７２０百万円 

※事業費は実績額 
※進捗率（％）は各事業の計画に対する実施割合 【事業費ベース】 

◆事業効果の発現状況、目標値の達成状況 

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況 （別紙１） 

 
別紙１参照 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ定量的指標の達成状況 

指標①（【快適】市内を車で移動するときにスムーズにできていると思っている人の割合） 

中間目標値 ６７．０％ 目標値と実績
値に差が出た
要因 

目標を早期に達成するため、重点的に国費配分を行い整備
を行ったことにより、予定よりも早く交通環境の向上が図られ、
目標以上の市民満足を得ることができた。 中間実績値 ７０．９％ 

指標②（【安全】「歩道の設置が不十分だと思う人の割合」） 

中間目標値 ６５．０％ 目標値と実績
値に差が出た
要因 

太田川駅の連続立体交差事業の完成に合わせ、駅前広場、
アクセス道路等の整備するため、道路改築事業に国費を重
点的に配分したため。 中間実績値 ７１．６％ 

指標③（【安心】地震発生時のライフラインを確保するための安全対策の割合） 

中間目標値 ３２．０％ 目標値と実績
値に差が出た
要因 

橋りょうの耐震対策を予定通り実施。 
対策済橋梁数／全体橋梁数  １３橋／４１橋 

中間実績値 ３２．０％ 

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況（必要に応じて記述） 

 
 
 
 
 



◆今後の方針 

◆事後評価の実施体制、実施時期 

中間評価の実施体制 
 
東海市 都市建設部 土木課 

中間評価の実施時期 
 
平成２６年１０月 

公表の方法 
 
縦覧及び、ホームページ掲載 

指標①（【快適】市内を車で移動するときにスムーズにできていると思っている人の割合） 
・残計画路線の整備を行い、より一層の道路交通ネットワークの向上を図る。 
  
 
指標②（【安全】歩道の設置が不十分だと思う人の割合） 
・未完了路線については、平成２７年から事業に着手しており、交通安全整備の早期事業完了を図ることにより、市民
満足の向上を目指す。 
 
 
指標③（【安心】地震発生時のライフラインを確保するための安全対策の割合） 
・整備計画に沿った予算の確保に努め、順次橋りょうの耐震化を行い、ライフラインの安全確保を目指す。 

 
 



参考資料 

成果目標 当初現況値 中間目標値 最終目標値 

【快適】市内を車で移動するときにスムーズにできている 
     と思っている人の割合 

６６％ ６７％ ６７％ 

【安全】歩道の設置が不十分だと思う人の割合 ７１％ ６５％ ６２％ 

【安心】地震発生時のライフラインを確保するための 
     安全対策の割合 

２７％ ３２％ ３９％ 

◆定量的指標 



位置図、実施箇所図を記載 

参考図面 



事業効果の発現状況事例 

【基幹事業】 
■事 業 名  （１）伏見上野台線 
■事業概要  Ｌ＝２１０ｍ 
■事業箇所  東海市富木島町 
■事業主体  東海市 
■事業効果  歩道設置による安全な道路環境を整備 

別紙１ 

【基幹事業】 
■事 業 名  （１）名和養父線 
■工事概要  Ｌ＝２６０ｍ 
■事業箇所  東海市高横須賀町始め２町 
■事業主体  東海市 
■事業効果  車道の４車線化を実施したことにより、朝夕の 
          通勤ラッシュ時における慢性的な 交通渋滞を 
          緩和し、歩道設置により歩行者、自転車利用 
          者の交通安全を確保 



事業効果の発現状況事例 

【基幹事業】 
 
事  業  名：(1)伏見上野台線 
事業箇所：東海市富木島町 
事業概要：本路線は東海市の東部に位置する幹線道路で、主要地方道名古屋半田線に 
        接続する道路であるため、交通量の多い路線である。当該区間の南側には小 
        学校、中学校があり、児童等が通学路として利用しているが、十分な歩道整備 
       がされておらず、危険な状況であった。そのため、本事業で、北側の歩道拡幅 
       及び南側の歩道設置を行い、歩行者等の安全確保を図ったものである。 
事業効果：歩道を整備したことで、通学児童を始めとする歩行者等のすれ違いが容易に 
       出来ることで交通安全対策の向上を図ることができた。 

整備前 整備後 



事業効果の発現状況事例 

【基幹事業】 
 
事  業  名：東海太田川駅周辺地区（（都）太田川駅前線外） 
事業箇所：東海市大田町 
事業概要：本地区は土地区画整理事業、市街地再開発事業、連続立体交差事業を三位 
        一体で行い、東海市の玄関口、にぎわい創出拠点としての整備を目指す。 
        （都）太田川駅前線は太田川駅へアクセスする主要路線として整備を行い、駅     
        利用者等の利便向上を図るものである。 
事業効果：幅員２５ｍの道路整備を行い、太田川駅へのアクセス向上、利便向上を図るこ  
       とができた。 

整備後 整備前 


